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目的：近年の我が国の看護師を対象としたワーク・エンゲイジメントに関する研究がどのような目的で行われている

のか明らかにし、今後のワーク・エンゲイジメントの研究についての示唆を得る。 

方法：2022年 6月、医学中央雑誌 Web版を用い、キーワードを「看護師」AND「ワーク・エンゲイジメント」とし、

検索条件を「最新 5年」、「原著論文」とし文献検索を行った。 

結果：検索の結果 44件が抽出された。その中から看護師が対象でないもの、ワーク・エンゲイジメントとの関連が記

載されていないもの、海外の研究を除外した 23文献を分析の対象とし、目的ごとに分類した。①特定の対象の

ワーク・エンゲイジメントを明らかにする目的で行われた研究は 1件、特定の対象は、役職を持たない看護師 

   であった。②因子の一つとしてワーク・エンゲイジメントとの関連を明らかにする目的で行われた研究は 13

件、関連があったのは「個人資源」と「仕事資源」であった。③アウトカムがワーク・エンゲイジメントで他

の因子との関連を明らかにする目的で行われた研究は 2件、母親役割を持つ看護師と精神科病院に勤務する看

護師が対象としたもののみであった。④明らかにしたい他の目的を調査するためにワーク・エンゲイジメント

の尺度が使用されていたものは 7件であった。長日勤の疲労、離職意向に影響を及ぼす因子、職業性ストレス、

ジョブ・クラフティング実施状況を明らかにする研究等で WEが尺度として用いられていた。 

結論：今後、組織として WEを高める具体的方法の検討と、看護師の労働人口年齢層や医療・介護体制を考えると中高

年層看護師や外来や在宅に携わる看護師のワーク・エンゲイジメントを高める要因を明らかにする研究が必要

であることが示唆された。 

 

Ⅰ．はじめに 

従来、労働者のメンタルヘルスを扱う学問領域では、

主に職業ストレスやバーンアウトなどのネガティブな側

面に着目してきた。看護学領域においても同様で、役割

葛藤・職務ストレス・バーンアウトなどのネガティブな

側面に着目した研究が多いと先行研究で述べられている
1)。しかし、2000 年前後から、人間の有する強みやパフ

ォーマンスなどポジティブな要因にも着目する動きが心

理学および産業保健心理学の領域に出始め、その一つで 
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あるワーク・エンゲイジメント（以下、WE）にも着目さ 

れるようになった。WEは、Schaufeliら 2)により提唱さ

れ、1990年代より職場における組織および個人の活性を

促すことが期待されて使われ始めた言葉である。「仕事に

関するポジティブで充実した心理状態であり、活力、熱

意、没頭によって特徴づけられる。WE は、特定の対象、

出来事、個人、行動などに向けられた一時的な状態では

なく、仕事に向けられた持続的かつ全般的な感情と認知

である」と定義されている。このうち、活力は「職業中

の高い水準のエネルギーや心理的な回復力」、熱意は「仕

事への強い関与、仕事の有意味感や誇り」、没頭は「仕事

への集中と没頭」をそれぞれ意味しており、WEの高い人

は、仕事に誇り（やりがい）を感じ、熱心に取り組み、

仕事から活力を得て活き活きとしている状態にあるとい
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われている。看護領域においても 2004年以降に WEに注

目を集めており、阪井ら¹⁾は、「看護師」、「ワーク・エン

ゲイジメント」をキーワードに 2011年 11月までに発表

された海外の文献の研究の方法論を包括的に整理してい

る。その結果、さまざまな病院・部署を同時に扱ってい

る研究が大半であり、結果の解釈および実践への応用の

検討が困難であること、WE は UWES-J で測定していたこ

と、看護師の WEの向上は看護職の身体症状・うつ症状の

軽減にとどまらず、組織の効率性やケアの質向上にも寄

与する可能性があると述べている。 

しかしながら、我が国の看護師を対象とした WEの研究

について、文献検討したものが見当たらなかった。近年、

医療を取り巻く環境は、少子超高齢化、医療・看護ケア

提供の場の多様化をしている中で、医療・看護の場は変

化に対応を求められている。このような状況の中で、我

が国の看護師がポジティブな心理状態を保ち、質の高い

ケアにつながるといわれる WE を高められることは重要

なことと考える。 

そこで、最新の 5年間の文献より、我が国の看護師を

対象とした WEの研究の動向を明らかにして、今後の研究

について示唆を得たいと考えた。 

Ⅱ．目的 

 近年の我が国の看護師を対象とした WE に関する研究

がどのような研究目的で行われているのか明らかにし、

今後の WEの研究についての示唆を得る。 

Ⅲ．方法 

 2022年 6月、医学中央雑誌 Web版を用い、キーワード

を「看護師」AND「ワーク・エンゲイジメント」とし、検

索条件を「最新 5年」、「原著論文」とした。検索の結果

44件が抽出された。その中から看護師が対象でないもの、

WEとの関連が記載されていないもの、海外の研究を除外

した 23文献を分析の対象とした。研究目的ごとに分類し、 

それぞれの文献の「目的」、「対象」、「分析方法」、「調査

項目」、「結果」を俯瞰し、その文献から読み取れる WE

に関する知見を示した（表 1）。 

Ⅳ．結果 

文献の内容を表 1 に示した。看護師を対象とした WE

の研究は 23件であった。①特定の対象の WEを明らかに

する目的で行われた研究は 1件、②因子の一つとしてワ

ーク・エンゲイジメントとの関連を明らかにする目的で

行われた研究は 13件、③アウトカムがワーク・エンゲイ

ジメントで他の因子との関連を明らかにする目的で行わ

れた研究は 2件、④明らかにしたい他の目的を調査する

ために WEの尺度が使用されていたものは 7件であった。 

1． 特定の対象の WE を明らかにする目的で行われた研

究 

文献1では役職を持たない看護師のWEを明らかにする

目的で、属性、現在の職務に関する意識、WEについて分

析を行い、役職を持たない看護師のうち、今の職場・診

療科が自分に合っていると感じている者、仕事に対する

フィードバックがあると感じている者、今後の方向性が

明確な者の WEが高かった。特定の対象の WEを明らかに

する目的で行われた研究は 1件で、対象は役職を持たな

い看護師であった。 

2．因子の一つとして WE との関連を明らかにする目的で行

われた研究 

文献 2では、声を出して笑う頻度とワーカホリズム、

WEおよび仕事上の出来事の関係性について、WE得点およ

びその下位尺度のうち活力および熱意得点は、普段声を

出して笑う頻度が高い群ほど有意に高かった。毎日笑う

ことは、WE得点と有意に関連していた。 

文献 3では、副看護部長の WEと自己効力感・看護実践

環境との関係性について、副看護師長の WEは「活力」「熱

意」「没頭」3つの下位尺度において、スタッフよりも優

位に高い得点であった。 

文献 4では、年齢や経験件数と個人属性の影響、部署

等の属性の関連性について、看護師の経験年数と WEには

正の相関があるが、経験年数 1，2年目の WE得点が高か

った。 

文献 5では、構造的エンパワメントと情動的コミット

メントとの関係について、三尺度の相関は、構造的エン

パワメントと情動的コミットメント間に中程度の正の相

関、構造的エンパワメントと WE間に低程度の相関、情動

的コミットメントと WE間に中程度の相関があった。 

文献 6では、プロアクティブパーソナリティ特性とジ

ョブ・クラフティングとの関係について、プロアクティ

ブパーソナリティ高値群は WE 得点が高いことが明らか

になった。 

文献 7では、救命救急センターで勤務する看護師の WE

に達成動機と自立性が及ぼす影響について、WE得点を 3

群に分け比較したところ、6割以上の看護師が WE低値で

あった。WEの正の影響因子は「達成動機測定尺度」総得

点、仕事への満足、継続意志、看護婦の自律性測定尺度

総得点であった。 

文献 8では、職業および組織コミットメントプロファ

イルとの関連について、職業コミットメントと組織コミ

ットメントの下位尺度得点間はいずれも有意であった。

コミットメントプロファイルを作成するため 5つのクラ

スターに分け検討していた。関与型（すべての下位尺度

得点が相対的に高い）群は、年齢が高く、看護師経験年

数、勤続年数が長く、WE、看護師継続意思、組織滞留意

思、精神的健康が高かった。職業情緒型（情緒的コミッ

トメントのみが高い）群は、WEは高いが、高関与と比し

看護師継続意思、組織滞留意思は低かった。組織関与型

（職業コミットメントの 3下位尺度得点が高い）群は、

WEは高いが看護師継続意思は低かった。功利関与型（功



我が国の看護師を対象としたワーク・エンゲイジメント研究の動向 

- 123 - 

 

利コミットメントのみが高い）群は、育児・介護有が多

かった。看護師継続意思が高く、組織滞留意思は低かっ

た。低関与型（すべての下位尺度得点が相対的に低い）

群は、WE、看護師継続意思、組織滞留意思、精神的健康

が低かったことが明らかになった。 

文献 9では、療養病床に勤務する看護職におけるワー

ク・エンゲイジメントの因果プロセスを検証し、WEプロ

セスモデルを作成した。結果、個人の資源と仕事の資源

を先行因子、WEを媒介因子、仕事に対するポジティブな

態度や行動と、ストレス反応を示す心身の健康をアウト

カムとした。管理職、非管理職の差異については、療養

病床の看護職を対象とした WEの因果プロセスには、職位

による差異があった。 

文献 10では、職場サポート（上司）、職場サポート（先

輩）、職場コミュニティ感覚および看護師の自律性の関連

について、WEは一般女性や一般病棟看護師と同レベルで

あった。WEと有意な関連を認めた因子は、職場コミュニ

ティ感覚、自律性、既婚であった。 

文献 11では、ストレス、バーンアウトとの関連につい

て、WEは男性と ICU/CCU経験 11年目以上の者に高かっ

た。 

文献 12では、心身の健康状態に関するワーク・エンゲ

イジメント、ワーカホリズムおよび腰痛との関係性につ

いて、労働遂行能力と WE は正の相関があり、WE とワー

カホリズム得点間の相関はなかった。腰痛群の WEは非腰

痛群の WEよりも有意に低かった。 

文献 13 では、自己教育力との関連について、WE が高

い看護職は、年齢が高く経験が長く管理職が多いこと、

一人暮らしよりも学童以上の子供がいる家族が多かった。

WEと自己教育力は正の相関関係があった。WEが高くても

仕事への没頭と自己教育力の自信やプライド、安定性は

有意な関連はなかった。また、仕事への活力や熱意が高

くても自己教育力の「学習の技能と基盤」と有意な関連

はなかった。WEが低い看護職は自己教育力を支える自身

やプライドや安定性が低かった。WEの下位尺度は、自己

教育力の下位尺度と正の相関関係があった。 

文献 14では、看護実践能力との関連と影響因子につい

て、非管理職中高年看護師の WEは管理職中高年看護師よ

りも低く、非管理職中高年看護師の看護実践能力は管理

職中高年看護師よりも低かった。看護実践能力が高い非

管理職中高年看護師は管理職同様に WEが高かった。中高

年看護師の WEと看護実践能力は非管理職、管理職ともに

比較的強い相関があった。 

因子の一つとして WE との関連を明らかにする目的で

行われた研究は 13件あり、因子の一つとしてワーク・エ

ンゲイジメントとの関連を明らかにした研究では、関連

があったのは「個人資源」と「仕事資源」であった。 

3．アウトカムがワーク・エンゲイジメントで他の因子

との関連を明らかにする目的で行われた研究 

文献 15では、母親役割を持つ看護師の WEとの関連因

子について調査を行い、その結果、役割を持つ看護師の

WEは、低いレベルから平均的なレベルであった。母親役

割を持つ看護師の WEの関連要因は、「雇用形態」「所属部

署」「両立支援体制の利用の有無」「看護の専門性を発揮

できる職場環境」であった。 

文献 16では、精神科病院に勤務する看護師の WEの関

連因子について、50～60 歳代は 20～30 歳代と比較して

「活力」の得点が高く、経験年数と WEの関係は非常に弱

い相関を認めた。職位については、看護師長はスタッフ

と比べて「活力」「没頭」の得点が有意に高かった。仕事

の資源があると答えた人は WE得点が有意に高かった。そ

の中でもモデルスタッフ、教育体制、周囲からの支持、

意見の尊重、変化を受け入れる環境、仕事のコントロー

ルは高かった。個人の資源では、看護職者の患者に対す

る自分の感情管理の程度が高い人は WE得点が高かった。 

アウトカムがワーク・エンゲイジメントで他の因子と

の関連を明らかにした研究は 2件と少なく、母親役割を

持つ看護師と精神科病院に勤務する看護師が対象とした

もののみであった。 

4．明らかにしたい他の目的を調査するために WEが尺度

として使用された研究 

 文献 17では、長日勤の疲労を明らかにする目的で、WE

の測定を行っており、三交代制時と比較して疲労感や睡

眠に関する問題が減ったとした群の WE が有意に高かっ

たことから、勤務形態の変更と WEの向上には関連がある

としていた。 

 文献 18は、離職意向に影響する因子を明らかにする目

的で概念図を作成し、充実感、業務の誇りを把握するた

めに WE を測定している。WE は職務満足に影響し、職務

満足は離職意向に影響することが明らかとなった。WEは

間接的に離職意向に影響することが明らかとなった。 

 文献 19と文献 21は職業性のストレスとの関連を明ら

かにする目的で、WEを測定している。主観的幸福度が高

い群や方略的楽観主義者はアウトカムとして WE の得点

が有意に高い結果であった。 

 文献 20と文献 23はジョブ・クラフティングの実施状

況と健康アウトカムに対する職業ストレス要因とジョ

ブ・クラフティングとの交互作用について調査するため

に WEを測定していた。文献 20はジョブ・クラフティン

グは WEを高めるが、その中の「構造的な資源の向上」「挑

戦的な要求度の向上」は副師長以上が一般職と比して優

位に高かった。すべてのジョブ・クラフティング得点は

ワーク・エンゲイジメント得点と正相関していた。とし

ているが文献 23は「構造的な資源の向上」「対人関係に

おける資源の向上」「挑戦的な要求度の向上」は、WE と

正の相関を示した一方で、「妨害的な要求度の向上」は
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WEとの相関は認めなかったとしていた。WEに対する個人

的ないじめと「妨害的な要求度の低減」には交互作用が

あった。 

 文献 22 は産業看護師のメンタルヘルス対策の事業企

画経験の有無に関する因子を明らかにする目的で WE を

測定している。WE得点は、メンタルヘルス対策の事業企

画経験ありと回答した割合が有意に高かったとしている

が、対象者が意欲の高い産業看護師だった可能性と企業

を企画することでやりがいや達成感に繋がり WE が高く

なった可能性を指摘していた。 

 明らかにしたい他の目的を調査するために WE が尺度

として使用された研究は 7件であった。長日勤の疲労、

離職意向に影響を及ぼす因子、職業性ストレス、ジョブ・

クラフティング実施状況を明らかにする研究等で WE が

尺度として用いられていた。 

Ⅴ.考察 

看護領域において、職業性ストレスやバーンアウトな

どネガティブな側面より、人間の強みやパフォーマンス

などポジティブな側面に注目し、研究され始めたのは

2004年以降である。阪井ら 1）の「看護師のワーク・エン

ゲイジメントに関する文献レビュー」は2004年から2011

年までの海外の研究文献を対象に研究の方法論を包括的

に整理している。さまざまな病院・部署を同時に扱って

いる研究が大半であり、結果の解釈および実践への応用

の検討が困難であること、看護師の WEの向上は組織の効

率性やケアの質向上にも寄与する可能性があると述べて

いる。 

我が国では、少子高齢化、価値観の多様化により、働

き方改革等が推進され、看護領域でもその後、心身の健

康や仕事・仕事のパフォーマンスと関連する WEに注目さ

れ研究されている。今回、過去 5年間の我が国の WEに関

する文献を研究目的ごとに検討した結果、因子の一つと

してワーク・エンゲイジメントとの関連を明らかにする

目的で行われた研究は 13件と多く、アウトカムが WEで

その関連因子を明らかにする目的で行われた研究は 2件

のみであった。研究の傾向として、因子の一つとしてワ

ーク・エンゲイジメントとの関連を明らかにする目的で

行われた研究が多いことが明らかなった。 

WEの先行因子としては、既婚、子供の有無、経験年数、

職位、病床数、職場コミュニティ感覚、自己効力感、自

律性、自己教育力、達成動機、構造的エンパワメント、

プロアクティブパーソナリティと関係していることが明

らかになった。これらの結果は、経験や年齢が関係する

達成動機や自己教育力、既婚、子供など生活の満足感、

楽観性などの「自分を取り巻く環境を上手にコントロー

ルできる能力やレジリエンスと関連した肯定的な自己評

価」といわれる「個人資源」と職場コミュニティ感覚や

構造的エンパワメントなど「仕事資源」とに分けられた。 

「仕事資源」に関しては、上司のからのパフォーマン

ス・フィードバック、上司によるコーチング、革新的な

風土、承認などが WEと正の相関があることが明らかにな

っている 26）。今後は、「個人資源」や「仕事資源」を組

織として高める具体的方法を検討していく必要がある。

さらに看護管理者等の役職を持つ看護師が「仕事資源」

に関する組織への働きかけをした結果、WEがどう変化す

るのを明らかにする研究が必要であると考える。 

一方、アウトカムがワーク・エンゲイジメントで他の

因子との関連を明らかにした研究では、「母親役割を持つ

看護師」と「精神科病院に勤務する看護師」を対象とし

たもののみであった。 

我が国では少子高齢化が進み、若年層よりも中高年層

が占める割合が増加しており、看護師の労働人口年齢層

も若手から中高年層へ変化しつつある 27）。そのため、今

後中高年層の看護師がより一層増加することが予測され、

さらに役職を持たない多くの中高年層の看護師が臨床現

場を支える中心となることが想定できる。また、我が国

の持続可能な医療・介護体制を確保するため医療の場は

病院から地域へ、入院から外来通院へシフトしてきてい

る。中高年層の看護師の WEを高めること、外来や在宅な

どに携わる看護師の WE を高める因子を明らかにする研

究が今後必要と考える。そのためにそれぞれの対象群で

WE の得点が高い群と低い群の因子にどのような違いが

あるのか検討することで今後に活かせると考える。 

 

Ⅵ.結論 

近年の我が国の WEの研究の多くは、因子の一つとして

ワーク・エンゲイジメントとの関連を明らかにしたもの

であった。因子には「個人資源」と「仕事資源」があっ

た。また、アウトカムがワーク・エンゲイジメントで他

の因子との関連を明らかにした研究が少ないことが明ら

かになった。 

今後、「個人資源」や「仕事資源」を組織として高める

具体的方法を検討していく必要があることと、看護師の

労働人口年齢層や医療・介護体制を考えると中高年層看

護師や外来や在宅に携わる看護師を対象とした WE を高

める要因を明らかにする研究が必要であることが示唆さ

れた。 
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表 1．看護師のワーク・エンゲイジメントに関する研究の概要 

１．特定の対象の WEを明らかにする目的で行われた研究 

文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

1 森嶋道子 3) 

（2019） 

役職を持たない看

護師のWEを明ら

かにする 

常勤で勤務す

る臨床経験 2

年目以上の役

職を持たない

看護師460名 

＜A県内の主

体の異なる

200床以上の

総合病院 7施

設＞ 

Mann-Whitney

のU検定 

Kruskal-Wallis

検定と

Bonferroni法 

属性 

（性別、年齢、経験年数、回

答時の子育て・介護の有無） 

労働環境満足度 

（給料・勤務体制・人間関係） 

職務継続意思 

職場適応感 

看護実践に対するフィード

バック 

目指すキャリアの方向性 

WE（UWES-J） 

役職を持たない看護師のう

ち、今の職場・診療科が自

分に合っていると感じてい

る者、仕事に対するフィー

ドバックがあると感じてい

る者、今後の方向性が明確

な者の WE が高かった。WE

得点の経験年数による比較

では、WE全体と活力、熱意

において、臨床経験５年目

未満に比し、20年目以上の

者に差があった。 

 

２．因子の一つとして WEとの関連を明らかにする目的で行われた研究 

文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目 結果 

2 井奈波良一

4) 

（2017） 

女性看護師の声を

出して笑う頻度と

ワーカホリズム、

ワーク・エンゲイ

ジメントおよび仕

事上の出来事との

関係を明らかにす

る 

看護師 1 年

以上188名 

＜A総合病

院＞ 

一元配置分散

分析 

χ²検定 

または Fisher

の直接確率法 

多重ロジステ

ィック回帰分

析 

性、年齢、勤務状況 

（職位、所属科、経験年数、こ

こ 1 か月の勤務日数、夜勤回

数、休日日数、病院での 1日の

実労働時間、休憩時間、待機時

間、自己研修時間および病院に

いる時間のそれぞれの平均） 

ワーカホリズム（DUWAS） 

WE（UWES-J） 

自覚的ストレス（VAS） 

普段声を出して笑う頻度 

過去 1か月間に起きた変化 

 

自覚的ストレス度は、普段

声を出して笑う頻度が高い

ほど有意に低かった。 

ワーカホリズム得点および

その下位尺度のうち働きす

ぎに得点は普段声を出して

笑う頻度が高い群ほど有意

に低かった。 

WE 得点およびその下位尺

度のうち活力および熱意得

点は、普段声を出して笑う

頻度が高い群ほど有意に高

かった。 

毎日笑うことは、ワーカホ

リズム得点および WE 得点

と有意に関連していた。 

仕事上の差別、不利益な取

り扱いを受けた者の割合お

よび勤務形態に変化があっ

た者の割合は、普段声を出

して笑う頻度が高い群ほど

有意に低かった。 

医療事故を起こしそうにな

った者の割合は、普段声を

出して笑う頻度が 3階以下

の群で最も高い。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

3 須藤貴子 5) 

（2017） 

副看護部長の WE

の特徴、および自

己効力感・看護実

践環境との関係を

明らかにする 

看護師長経

験 5 年未満

の看護職を

除き 

看護師経験

5～9年 

看護師経験

10～19年 

看護師経験

20年以上 

から 2 名ず

つ計6名（必

ず副看護師

長を含む） 

334名 

＜300 床以

上の大学病

院＞ 

ｔ検定 

重回帰分析 

 

属性 

（性別、年齢、経験年数、子供

の有無、健康状態、看護基礎教

育を受けた機関、病院の種類、

勤務部署、勤務形態、現職場以

外の看護師経験年数、入職以降

の就職の有無、上級実践看護師

資格の有無、認定看護管理者研

修受講の有無、職位、副看護師

長就任のきっかけ、副看護師長

就任年齢、副看護師長経験年

数） 

就業施設の特性 

（福利厚生・他者との関係・サ

ポート体制から構成した 10 項

目） 

WE（UWES-J） 

自己効力感（GSES） 

看護実践環境（PES-NWI） 

 

副看護師長のＷＥは「活力」

「熱意」「没頭」3つの下位

尺度において、スタッフよ

りも優位に高い得点であっ

た。また、属性の「年齢」

「健康状態」、就業施設特性

の「看護師長から信頼され

ていると感じる」、自己効力

感の「行動の積極性」にお

いて正の相関がみられた。

副看護師長のＷＥと看護実

践環境には関係はみられな

かった。 

 

4 安保寛明 6) 

（2019） 

年齢や経験年数と

個人属性の影響、

部署等の属性との

関連を検証する 

看護師 564

名 

＜東北地方

の A県内 20

機関＞ 

ｔ検定 

 

Pearsonの相

関係数 

Spearmanの順

位相関係数 

属性 

（年齢、性別、経験年数、当該

部署での勤務年数、職位） 

部署の種別 

看護師数 

WE(UWES-J) 

 

看護師の経験年数と WE に

は正の相関があるが、経験

年数1，2年目の WE得点が

高いことから、直線的な相

関関係ではない可能性があ

る。 

部署内の看護職者数と WE

の関係は見かけ上存在する

が、部署別に分析すると有

意ではなかった。 

医療機関の病床数と看護師

の WE には負の相関があっ

た。 

 

 

5 新宮洋之 7) 

（2019） 

看護師を対象に、

構造的エンパワメ

ントと情動的コミ

ットメント、WEの

関係を明らかにす

る 

 

看護師 508

名 

＜東北地方

の A 県なら

びに政令指

定都市 B 市

内の12病院

＞ 

Shapiro-Wilk

検定 

Spearmanの順

位相関 

構造方程式モ

デリング分析 

多重ロジステ

ィック回帰分

析 

属性 

（性別、年齢、主に従事する職

種、経験年数、在籍年数、勤務

する病床の区分、職位、最終学

歴、転職の有無と回数） 

構造的エンパワメント(CWEQ⁻

11) 

組織的コミットメント(3 次元

コミットメント尺度) 

WE(UWES-J) 

構造的エンパワメント、情

動的コミットメント、三尺

度の相関は、構造的エンパ

ワメントと情動的コミット

メント間に中程度の正の相

関、構造的エンパワメント

とWE間に低程度の相関、情

動的コミットメントと WE

間に中程度の相関があっ

た。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

6 井奈波良一

8) 

（2020） 

女性看護師のプロ

アクティブパーソ

ナリティ特性とジ

ョブ・クラフティ

ングおよびWEと

の関係を明らかに

する 

経験年数 1

年以上の女

性 看 護 師

306名 

＜A 民間総

合病院＞ 

ｔ検定 

χ²検定または

Fisherの直接

確率法 

性 

年齢 

勤務状況 

（職位、勤務部署、経験年数、

ここ 1か月の勤務日数、夜勤回

数、休日日数、病院での 1日の

実労働時間、休憩時間、待機時

間、自己研修時間および病院に

いる時間のそれぞれの平均） 

日常生活習慣(森本の 8項目) 

WE（UWES-J） 

ジョブ・クラフティング（ジョ

ブ・クラフティング尺度） 

プロアクティブパーソナリテ

ィ（プロアクティブパーソナリ

ティ尺度） 

職業性ストレス（職業ストレス

簡易調査票） 

自覚的ストレス（VAS） 

バーンアウト（バーンアウトス

ケール） 

主観的幸福度 

プロアクティブパーソナリ

ティ高値群はジョブ・クラ

フティング得点が高かっ

た。 

プロアクティブパーソナリ

ティ高値群は WE 得点が高

かった。 

バーンアウト得点はプロア

クティブパーソナリティ得

点高値群と低値群との間で

有意差はなかった。 

主観的幸福度ならびに「仕

事の満足度」「医師からのサ

ポート」「医師以外の医療専

門職種従事者からのサポー

ト」および「家族や友人か

らのサポート」の各得点は、

プロアクティブパーソナリ

ティ得点高値群が低値群よ

り有意に高かった。 

 

7 林谷学 9) 

（2021） 

救命救急センター

で勤務する看護師

のWEに達成動機

と自立性が及ぼす

影響を明らかにす

る 

看護師 318

名 

（看護師長

除外） 

＜全国の救

急センター

120施設＞ 

相関係数 

重回帰分析 

 

 

属性 

（性別、年齢、婚姻、子供の有

無、看護基礎教育の課程、救命

救急センター専属または兼務、

看護師経験年数、救命救急セン

ター経験年数、役職、就職後に

新たに取得した資格の有無） 

就業内容 

（年休取得日数、勤務交替、休 

憩時間、残業時間、休日の過ご

し方、ソーシャルサポート） 

職務に関する認識 

（配置希望、やりがい、継続意

志、仕事への満足） 

WE（UWES-J） 

個人の資源 

（自己効力感や組織内部での

自尊心、仕事や職場に対する楽

観性など自分自身の内的要因） 

自律性（看護婦の自律性測定尺

度） 

達成動機（達成動機測定尺度） 

救急医療に関わるやりがい 

UWES総得点を3群に分け比

較したところ、6 割以上の

看護師が UWES 低値であっ

た。 

WEの正の影響因子は「達成

動機測定尺度」総得点、仕

事への満足、継続意志、看

護婦の自律性測定尺度総得

点であった。WEの総得点と

下位尺度ともに影響をして

いた因子は「達成動機測定

尺度」総得点であり、最も

強い影響を示していた。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

8 重政兼悟 10） 

（2020） 

看護師の職業およ

び組織コミットメ

ントに基づくプロ

ファイルを抽出

し、ワーク・エン

ゲイジメント等と

の関連を明らかに

する 

中・大規模

病院に勤務

する看護師

434名 

（看護師長

以上の役職

のみ除外） 

＜中国地方

の一般病床

300 床以上

を有する 15

病院＞ 

非階層的クラ

スター分析 

一元配置分散

分析 

多重比較 

χ²検定 

共分散分析 

属性 

（性別、年齢、看護師経験年数、

勤続年数、育児、介護） 

職業コミットメント（職業コミ

ットメント尺度） 

組織コミットメント（3次元組

織コミットメント尺度 

WE（UWES-J） 

精神的健康（WHO-5精神的健康

状態表） 

職業継続意思 

組織滞在意思 

 

職業コミットメントと組織

コミットメントの下位尺度

得点間はいずれも有意であ

った。コミットメントプロ

ファイルを作成するため 5

つのクラスターに分け検討

した。 

高関与型（すべての下位尺

度得点が相対的に高い） 

年齢が高く、看護師経験年

数、勤続年数が長かった。  

WE、看護師継続意思、組織

滞留意思、精神的健康が高

かった。 

職業情緒型（情緒的コミッ

トメントのみが高い） 

WEは高いが、高関与と比し

看護師継続意思、組織織滞

留意思は低かった。 

組織関与型（職業コミット

メントの 3下位尺度得点が

高い）WEは高いが看護師継

続意思は低かった。 

功利関与型（功利コミット

メントのみが高い）育児・

介護有が多い。看護師継続

意思が高く、組織滞留意思

は低かった。 

低関与型（すべての下位尺

度得点が相対的に低い）WE、

看護師継続意思、組織滞留

意思、精神的健康が低かっ

た。 

9 木内千晶 11） 

（2020） 

療養病床に勤務す

る看護職における

ワーク・エンゲイ

ジメントの因果プ

ロセスを検証し、

管理職、非管理職

の差異を明らかに

する 

療養病床の

看護師 1269

名 

＜東北地方

の40床以上

の療養病床

79病院＞ 

共分散分析 

多母集団の同

時分析 

 

属性 

（性別、年齢、職種、雇用形態、

看護師経験年数、療養病床経験

年数） 

WE（UWES-J） 

レジリエンス（二次元レジリエ

ンス要因分析尺度） 

仕事の負担、仕事の資源、心身

の健康、仕事のパフォーマンス

（新職業性ストレス簡易調査

票短縮版） 

WE プロセスモデルを作成

した結果、個人の資源と仕

事の資源を先行因子、WEを

媒介因子、仕事に対するポ

ジティブな態度や行動と、

ストレス反応を示す心身の

健康をアウトカムとした。 

療養病床の看護職を対象と

した WE の因果プロセスに

は、職位による差異があっ

た。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

      管理職と非管理職では WE

プロセスモデルにおいて因

子構造に差異はなかった

が、先行因子からWEを媒介

してアウトカムに影響する

プロセスは異なっていた。 

 

10 渡邉成美 12） 

（2020） 

クリティカルケア

領域における看護

師のワーク・エン

ゲイジメントと職

場サポート（上

司）、職場サポート

（先輩）、職場コミ

ュニティ感覚およ

び看護師の自律性

の関連を明らかに

する 

クリティカ

ルケア領域

に勤務する

2 年目以上

の 看 護 師

151名 

Mann-Whitney

のU検定 

Kruskal-Wall

is検定 

Spearman の順

位相関 

重回帰分析 

 

属性 

（年齢、性別、婚姻状況、子供

の有無、最終学歴、資格、所属

部署、看護師経験年数） 

WE（UWES-J） 

職場サポート（職場サポート尺

度） 

職場コミュニティ感覚（看護師

の職場コミュニティ感覚尺度） 

看護師の自律性（DPBS） 

WE は一般女性や一般病棟

看護師と同レベルであっ

た。WEと有意な関連を認め

た因子は、職場コミュニテ

ィ感覚、自律性、既婚であ

った。 

WE 得点は職種および部署

による差異はなかった。 

WE が有意に高得点であっ

たのは、年齢、既婚、子供

がいる、経験年数、職場コ

ミュニティ感覚、看護師の

自律性であった。 

職場サポートには関連は認

めなかった。 

 

11 西山久美江

13） 

（2021） 

ICU/CCU看護師の

ストレス、バーン

アウト、ワーク・

エンゲイジメント

の関連を明らかに

すること 

ICU/CCU 看

護師36名 

＜私立大学

病院＞ 

推測統計量 属性 

（年齢、性別、看護師経験年数、

ICU/CCU経験年数、勤務形態、

配属希望の有無） 

資格 

ストレス（NJSS） 

バーンアウト（MBI） 

WE（UWES-J） 

勤務形態 

 

WEは男性とICU/CCU経験11

年目以上の者に高かった。 

 

12 田上裕記 14） 

（2021） 

看護師における労

働生産性の実態を

調査し、心身の健

康状態に関するワ

ーク・エンゲイジ

メント、ワーカホ

リズムおよび腰痛

との関係性を明ら

かにする 

常勤病棟看

護師73名 

＜中小規模

のA病院＞ 

Pearson の相

関分析 

ｔ検定 

重回帰分析 

 

勤務状況 

属性 

労働遂行力（WHO-HPQ） 

WE（UWES-J） 

ワーカホリズム（DUWAS） 

労働遂行能力と WE は正の

相関であった。 

労働遂行能力とワーカホリ

ズム得点間、WEとワーカホ

リズム得点間は相関はなか

った。 

腰痛群の WE は非腰痛群の

WEよりも有意に低かった。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 分析方法 調査項目（使用尺度） 結果 

13 中村史江 15） 

（2021） 

看護職の WEと自

己教育力との関連

を明らかにする 

看護師 

＜A県中規

模病院2病

院＞ 

Mann-Whitney

のU検定 

Spearman の順

位相関分析 

 

属性 

（年齢、経験年数、職種、職位、

雇用形態、家族構成、子供と同

居の有無、介護の有無） 

WE（UWES-J） 

自己教育力（自己教育力尺度 

） 

 

WEが高い看護職は、年齢が

高く経験が長く管理職が多

いこと、一人暮らしよりも

学童以上の子供がいる家族

が多かった。 

WE と自己教育力は正の相

関関係があった。 

WE が高くても仕事への没

頭と自己教育力の自信やプ

ライド、安定性は有意な関

連はなかった。 

仕事への活力や熱意が高く

ても自己教育力の「学習の

技能と基盤」と有意な関連

はなかった。 

WE が低い看護職は自己教

育力を支える自身やプライ

ドや安定性が低かった。 

WEの下位尺度は、自己教育

力の下位尺度と正の相関関

係があった。 

 

 

 

 

14 櫻間知佐子

16） 

（2021） 

非管理職中高年看

護師のワーク・エ

ンゲイジメントと

看護実践能力およ

びその関連と影響

要因を明らかにす

る 

病棟勤務 40

～60 歳代の

看護師 869

名 

＜200 床以

上の一般病

床区分39病

院＞ 

相関係数 

重回帰分析 

ｔ検定 

Mann-Whitney

のU検定 

χ²検定 

Kruskal-Wall

is検定 

個人要因 

（年齢、看護師経験年数、最終

学歴、取得職種、職位、） 

仕事要因 

（職業継続意志、教育的機会、

仕事における疲労・ストレス、

継続的な学習、仕事満足度、職

場の人間関係、職場からの支

援、職場からの承認、仕事の決

定権、仕事における目標、仕事

における役割、キャリアに対す

る目標、資格取得希望、職位取

得希望、成長の実感） 

WE（UWES-J） 

看護実践能力（NES） 

非管理職中高年看護師の

WE は管理職中高年看護師

よりも低かった。 

非管理職中高年看護師の看

護実践能力は管理職中高年

看護師よりも低かった。 

看護実践能力が高い非管理

職中高年看護師は管理職同

様にWEが高かった。 

中高年看護師の WE と看護

実践能力は非管理職、管理

職ともに比較的強い相関が

あった。 

 

 

 

 

 

 

 



我が国の看護師を対象としたワーク・エンゲイジメント研究の動向 

- 131 - 

 

3．アウトカムが WEで他の因子との関連を明らかにする目的で行われた研究 

文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 使用尺度 調査項目 結果 

15 鬼塚美鈴

17） 

（2018） 

母親役割を持つ

看護師の WEとそ

の関連要因を明

らかにし、WEを高

める職場づくり

のための示唆を

得る 

母親役割を持

つ看護師 253

名（管理職、

専門看護師、

認定看護師除

外） 

＜A県内の一

般病床を有す

る18施設＞ 

ｔ検定 

Mann-Whitney

のU検定 

一元配置分散分

析または

Kruskal-Wallis

検定 

年齢 

家庭環境 

（子供の数、末子の子供の年

齢、家族支援の有無） 

職場環境（NWI-R） 

（雇用形態、就業形態、所属

部署、両立支援体制利用の有

無、看護の専門性を発揮でき

る職場環境） 

WE（UWES-J） 

 

母親役割を持つ看護師の

WE は、低いレベルから平

均的なレベルであった。 

母親役割を持つ看護師の

WEの関連因子は、「雇用形

態」「所属部署」「両立支

援体制の利用の有無」「看

護の専門性を発揮できる

職場環境」であった。 

 

16 朝比奈映

18） 

（2019） 

精神科病院に勤

務する看護師の

WEの特徴と関連

要因を明らかに

する 

20 歳以上の

看護師および

准看護師 280

名 

＜A 県内 200

床以上の単価

精神科病院 4

施設＞ 

Spearman の順

位相関係数 

Mann-Whitney

のU検定 

Kruskal-Wallis

検定 

 

属性 

（性別、年齢、免許、看護職

経験年数、精神科病院勤務年

数、配偶状況、同居者の有無、

職場継続意思） 

WE（UWES-J） 

仕事の資源 

（モデルスタッフの有無、教

育体制の有無、変化を受け入

れる環境の有無、周囲からの

支持の有無、仕事のコントロ

ールの有無、上司からのサポ

ートの有無、意見の尊重の有

無） 

個人の資源 

（感情労働尺度の 5 つの因

子） 

50～60歳代は20～30歳代

と比較して「活力」の得

点が高く、経験年数と WE

の関係は非常に弱い相関

を認めた。 

仕事の資源があると答え

た人はWE得点が有意に高

かった。個人の資源では、

看護職者の患者に対する

自分の感情管理の程度が

高い人はWE得点が高かっ

た。 

4．明らかにしたい他の目的を調査するために WEが尺度として使用された研究 

文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 使用尺度 調査項目 結果 

17 井上都 19） 

（2017） 

長日勤の疲労を明

らかにする 

一般病棟に

勤務し、日勤

と長日勤の

両方の経験

のある看護

師23人 

＜複数の診

療科を有す

る特定機能

病院＞ 

ｔ検定 

一元配置分

散分析 

多重比較法 

 

基本属性 

（年齢、性別、経験年数、配偶

者の有無、子供の有無） 

従事している勤務の種類 

三交代制と比較した疲労・睡眠

問題の改善の有無 

夜勤前後の睡眠、夜勤中の仮眠 

蓄積疲労による仕事の負担度 

日勤と長日勤の疲労 

仕事のストレッサー（仕事のス

トレッサー尺度） 

WE（UWES-J） 

 

WEについては、三交代制時

と比較して疲労感や睡眠

に関する問題が減ったと

した群が有意に高かった。 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 使用尺度 調査項目 結果 

18 金子直美 20)

（2017） 

介護老人保健施設

で働く看護師の離

職意向に影響を及

ぼす因子を明確に

する 

看護師、准看

護師183名 

＜介護老人

保健施設＞ 

共分散構造

分析 

因子分析 

属性 

（性別・年齢） 

職務 

（職種・職位・勤務形態・看護

師経験年数・現職場経験年数・

現職場で働く理由） 

学習ニード 

（日本看護協会「介護施設で働

く看護職に向けた系統的な研

修プログラム」の各項目） 

職務満足（看護師の職務満足度 

） 

健康観（SF⁻12v2） 

WE（UWES-J） 

離職意向 

 

 

モデル図は 4つの潜在変数

と 14 個の観測変数から構

成された。WEは「活力」「熱

意」「没頭」、職満足は「職

業的地位」「看護管理」「看

護師間相互影響」、健康観

は「身体的健康観」「精神

的健康観」「社会的健康

観」、学習ニードは「応用

看護」「基本看護」「連携・

法律」であった。因果関係

が示されたのは、「健康観

から離職意向」「職務満足

から離職意向」「健康観か

ら WE」「WE から職務満足」

「働く理由からWE」であっ

た。「学習ニードと働く理

由」は弱い相関があった。 

 

19 井奈波良一

21） 

（2019） 

女性看護師の主観

的幸福度に関連す

る職業性ストレス

を明らかにする 

経験年数1年

目以上の女

性看護師 318

名 

＜A 民間総合

病院＞ 

一元配置分

散分析 

 

性、年齢、勤務状況 

（ここ 1か月の勤務日数、夜勤

回数、休日日数、病院での1日

の実労働時間、休憩時間、待機

時間、自己研修時間および病院

にいる時間のそれぞれの平均） 

日常生活習慣（森本の 8項目の

健康習慣） 

自覚的ストレス度（VAS） 

職業性ストレス（職業ストレス

簡易調査票の短縮版） 

WE（UWES-J） 

バーンアウト（バーンアウトス

ケール） 

幸福度 

主観的幸福度が「高い」は、

WE の得点が高いことに有

意に関連していた。 

 

20 井奈波良一

22） 

（2019） 

女性看護師のジョ

ブ・クラフティン

グ実施状況を明ら

かにする 

経験年数1年

目以上の女

性看護師 324

名 

副師長以上 

主任 

一般職 

＜A 民間総合

病院＞ 

Pearsonの積

率相関係数 

Kruskal-Wal

lis検定 

Campbell と

Skillingsの

方法 

 

性、年齢、勤務状況（職位、勤

務部署、経験年数、ここ 1か月

の勤務日数、夜勤回数、休日日

数、病院での 1 日の実労働時

間、休憩時間、待機時間、自己

研修時間および病院にいる時

間のそれぞれの平均） 

日常生活習慣（森本の8項目の

健康習慣） 

バーンアウト（バーンアウトス

ケール） 

4 つのジョブ・クラフティ

ングは WE を高めるとされ

ているが、その中の 2つ「構

造的な資源の向上」「挑戦

的な要求度の向上」は副師

長以上が一般職と比して

有意に高かった。 

4 種のジョブ・クラフティ

ング得点はワーク・エンゲ

イジメント得点と正相関

していた。 



我が国の看護師を対象としたワーク・エンゲイジメント研究の動向 

- 133 - 

 

文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 使用尺度 調査項目 結果 

     自覚的ストレス度（VAS） 

ジョブ・クラフティング（ジョ

ブ・クラフティング尺度） 

WE（UWES-J） 

 

21 井奈波良一

23） 

（2020） 

女性看護師の防衛

的悲観主義と職業

ストレスの関係を

明らかにする 

経験年数1年

目以上の女

性看護師 318

名 

＜A民間総合

病院＞ 

Kruskal-Wal

lis検定 

χ²検定 

Fisher の直

接確率法 

Campbell と

Skillingsの

方法 

性 

年齢 

勤務状況 

（職位、勤務部署、経験年数、

ここ 1か月の勤務日数、夜勤回

数、休日日数、病院での 1日の

実労働時間、休憩時間、待機時

間、自己研修時間および病院に

いる時間のそれぞれの平均） 

日常生活習慣（森本の 8項目の

健康習慣） 

日本語版 DP度テスト 

防衛的悲観主義度 

バーンアウト（バーンアウトス

ケール） 

職業性ストレス（職業性ストレ

ス簡易調査票） 

WE（UWES-J） 

ジョブ・クラフティング（ジョ

ブ・クラフティング尺度） 

自覚的ストレス（VAS） 

主観的幸福度 

WE得点は、防衛的悲観主義

者が方略的楽観主義者よ

り高かったが、的楽観主義

者の人数が少なく有意差

は認めなかった。 

22 望月由紀子

24） 

（2020） 

産業看護師のメン

タルヘルス対策の

事業企画経験有無

に関する要因を明

らかにすること 

日本産業看

護学会会員

61名 

Fisher の直

接確率法 

Mann-Whitne

y U検定 

産業看護職の個人の特徴 

（性別、年齢、産業看護職の経

験年数、勤務状況、取得資格、

職位、雇用形態、WE、メンタル

ヘルス対策の事業企画経験の

有無、メンタルヘルス対策の一

環として企画した事業の具体

的項目） 

WE（UWES-J） 

関係部署との意思疎通、個

別分析、集団分析、UWES-J

得点、事業場内でのメンタ

ルヘルス対策の事業企画

経験ありと回答した割合

が有意に高かった。 

23 林由佳 25） 

（2021） 

看護師における健

康アウトカムに対

する、職業ストレ

ス要因とジョブ・

クラフティングと

の交互作用を調べ

ること 

看護師187名 

＜複数県の 5

か所の医療

法人病院＞ 

各下位尺度

間の Pearson

の相関係数 

階層的線形

回帰分析 

 

属性 

（性別、年齢、役職、雇用形態、

勤務形態、仕事上の地位、最終

学歴） 

ジョブ・クラフティング（JCS） 

健康ストレス反応（PD） 

疲労（Profile of Mood States 

） 

WE（UWES-J） 

仕事ストレイン（Job Content  

「構造的な資源の向上」

「対人関係における資源

の向上」「挑戦的な要求度

の向上」は、WEと正の相関

を示した。一方、「妨害的

な要求度の向上」は WE と

の相関は認めなかった。 

WE に対する個人的ないじ

めと「妨害的な要求度の低

減」には交互作用があった 
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文献

番号 

著者(年) 研究目的 対象 使用尺度 調査項目 結果 

     Questionnaire） 

雇用形態 

勤務形態 

職場のいじめ・ハラスメント

（NAQ） 
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